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１４、１５間に光学グリース（信越化学工業社製　シリコンオイル　 ?????（ ???万 ??））
を塗布し、受光素子としてサンプリング間隔（アノード間隔）３．０４ｍｍの２５６チャ
ンネル位置弁別型光電子増倍管（ＰＳ－ＰＭＴ）（ ??????????????????????????????????
????????????????????????????：浜松ホトニクス社製　 ?????）を用い、感度有効領域の
間を仮定しＰＳ－ＰＭＴ上に、高反射材１８と同じ種類の高反射材１６を敷いて、その領
域への光の入射を遮った。感度有効領域間は６ｍｍで、その領域には４×８結晶配列２層
分が位置することになる。
【００４９】
　図１５（Ａ）に、Ｃｓ線源からの６６２ｋｅＶγ線を一様照射して得られた２次元位置
ヒストグラムを示す（請求項で「発光したシンチレータの位置とエネルギを検出」とした
位置に該当）。図中「上」は上層１５の結晶、「下」は下層１４の結晶の分布である。計
数値は濃淡で示されている。図１５（Ｂ）に、３次元配列各層の中央と受光素子に接する
部分の光量の比較を波高分布で示す（請求項で「発光したシンチレータの位置とエネルギ
を検出」としたエネルギに該当）。１、２、３、４各結晶領域の波高の比率は、１．００
：０．９１：０．６１：０．６３であり、受光素子に接していない中央部分の光損失を抑
えて、高い波高を得ることができている。これにより、エネルギ分解能もそれぞれ１６．
３％、１７．９％、２２．０％、１９．８％と良い値を得ることができた。これらの結果
より、装置にしたときイメージングできる画像の画質が良くなり、受光素子に接していな
い３次元配列の結晶が、本発明により識別可能であることが確認できた。
【００５０】
　実施例のように複数の受光部を内蔵した受光素子間に設置された３次元配列の結晶識別
をする場合、結晶配列の両側にのみ受光部が連続して並ぶ構造となる。その構造では、両
側２個ずつの受光部と、そこに跨る結晶配列構成を１単位とすることが好ましい。
【００５１】
　図９及び図１６に示すような両側１個ずつの受光部構成（１２Ａ、１２Ｂ）でも１単位
となりうるが、特に、受光素子１２Ａと１２Ｂに挟まれるシンチレータが多い図１６の場
合は、図９に比べてヒストグラムが重複し、識別しにくくなる。これに対して、図１７に
示す両側２個ずつの受光部構成（１２Ａ、１２Ｃ）（１２Ｂ、１２Ｄ）では、例えば図１
７中に示すような位置演算式により位置ヒストグラムが２次元になり、２方向に対し受光
素子各群の受光量の配分の微調整ができ自由度が増えるため、識別できる結晶数をかなり
増やすことができ、結晶識別能が倍増する。即ち、図１７のように、上面から見て２×７
列の構成の場合、図１６に示したような１×７が二組ある構成にすると、７個方向の弁別
しかできないので位置ヒストグラムが一次元の線となる。これに対して図１７のように２
×７で一組の構成とすると、７個方向と２個方向との弁別が出来るので位置ヒストグラム
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を２次元の面で表す事が出来る。
【図面の簡単な説明】
【００５２】
【図１】特許文献２に記載された放射線入射位置３次元検出器の検出原理を説明するため
の断面図
【図２】同じく斜視図
【図３】同じく各点と３次元検出器のシンチレータセルとの対応関係を示す画像を表わす
図
【図４】本発明の原理を説明するための、検出結晶で発光した光の広がりを示す、（Ａ）
結晶の断面図及び（Ｂ）ヒストグラム
【図５】同じく２次元配列結晶の（Ａ）平面図（Ｂ）側面図及び（Ｃ）２次元位置ヒスト
グラム
【図６】同じく３次元配列結晶の（Ａ）平面図（Ｂ）側面図及び（Ｃ）２次元位置ヒスト
グラム
【図７】２×２×２の３次元配列結晶で単一の反射材を用いた場合の問題点を説明するた
めの斜視図及びヒストグラム
【図８】同じく本発明により反射材を調整した場合の斜視図及びヒストグラム
【図９】同じく１×３×２の立体結晶の場合の斜視図及びヒストグラム
【図１０】本発明に係る放射線検出器の実施形態の構成を示す分解斜視図
【図１１】同じく信号処理回路を示すブロック図
【図１２】受光素子配置の変形例を示す平面図
【図１３】同じく他の変形例を示す斜視図及びヒストグラム
【図１４】本発明の実施例で用いた反射材の（Ａ）反射特性及び（Ｂ）透過特性を示す図
【図１５】前記実施例における（Ａ）２次元位置ヒストグラム及び（Ｂ）３次元配列中央
と受光素子に接する部分の波高分布の測定結果を示す図
【図１６】同じく１×７×２の立体結晶の場合の斜視図及びヒストグラム
【図１７】同じく２×７×２の立体結晶の場合の斜視図及びヒストグラム
【符号の説明】
【００５３】
　１２Ａ、１２Ｂ、２４Ａ～２４Ｈ…受光素子
　１４…下層結晶配列
　１５…上層結晶配列
　１６、１８…高反射材
　２０…低反射材
　２２…空気層
　５０…放射線検出器
　５２…出力読出回路
　５４…位置演算部
　５６…表示部
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【図１３】 【図１４】
【図１６】 【図１７】
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